
様

々

な

考

古

学

ー
奈
良
大
学
文
化
財
学
科
考
古
学
の
授
業
か
ら

(2
)
1

酒

井

琶立目

一

は
じ

め
に

本
稿
は
、
様
々
な
考
古
学
に
対
す
る
基
本
的
な
認
識
を
解
説
し
、
日
頃
の
学
習

・

訓
練
活
動
を
合
理
的
に
進
め
る
た
め
の
目
安
を
提
供
す
る
の
が
目
的
で
あ
る
。

つ
い
て
は
、
考
古
学
の
学
習
過
程
を
前
半
期

(基
本
段
階
)
と
後
半
期

(応
用

・

総
合
段
階
)
に
区
分
し
、
前
半
期
で
は
考
古
学
そ
の
も
の
を
、
後
半
で
は
考
古
学

以
外
の
学
問

・
専
門
分
野
や
技
術
等
を
学

ぶ
必
要
性
を
強
調
す
る
。

問
題

の
所
在

考
古
学
全
体
の
な
か
に
は
、

「
先
史
考

古
学
」

・

「実
験
考
古
学
」

・

「動
物

考
古
学
」
、
あ
る
い
は

「
セ
ト
ル
メ
ン
ト

ア
ー
ケ
オ

ロ
ジ
ー
」

・

「
エ
ス
ノ

ア
ー
ケ
オ

ロ
ジ
ー
」

・

「
人
類
学
的
考
古
学
」
を
始
め
、
様
々
な
考
古
学
が
あ
る
。

考
古
学
を
学
ぶ
者
は
、
先
ず
自
ら
の
性
格

・
資
質

・
能
力

・
技
術
や
考
古
学
以
外

の
得
意
な
学
科
等
を
よ
く
認
識
し
、
そ
れ
に
応
じ
た
考
古
学
を
選
択
す
る
こ
と
、

す
な
わ
ち
自
分
に
適
し
た
考
古
学
を
選
択
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

そ
の
理
由
は
、
指
向
す
る
考
古
学
に
よ
り
、
学
ぶ
べ
き
学
問

・
専
門
分
野
や
技

術
等
が
個

々
に
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
動
物
考
古
学
は
、
考
古
学
の
基

本
に
加
え
て
更

に
動
物
学
や
骨
格
資
料
分
類
学
、
ま
た
人
類
学
的
考
古
学
は
、
考

古
学

に
加
え
て
人
類
学
を
学
ぶ
こ
と
が
不
可
欠
と
な
る
。
し
か
し
そ
れ
を
実
現
す

る
に
は
、
次
の
よ
う
な
現
実
的
な
制
約
が
あ
る
。

各
種
の
考
古
学
は
、
各
種
の
学
問

・
専
門
分
野
か
ら
の
様
々
な
考
え
方

・
理
念

・

知
識

・
情
報

・
方
法

・
理
論

・
概
念

・
技
術

・
分
析
法

・
道
具

・
設
備
等
に
支
援

さ
れ
、
個
性
的
に
存
在
す
る
。
問
題
は
、
考
古
学
を
支
援
す
る
学
問
専
門
分
野
の

大
多
数
が
、
歴
史
学

(文
献
史
学
)
を
除
き
、
自
然
科
学
や
理
学
的
分
野
、
あ
る

い
は
社
会
科
学
的
分
野
等
に
由
来
す
る
こ
と
に
あ
る
。
ま
た
、
統
計

の
よ
う
な
数

理
学
的
な
分
析
技
法
や

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
等
の
技
術
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

従

っ
て
、
同
じ
文
学
部
や
史
学
科
内
に
考
古
学
と
共
存
す
る
歴
史
学
は
別
と
し
て
、

考
古
学
が
属
す
る
人
文
系
の
履
修
体
系
の
中
で
は
そ
れ
ら
を
学
べ
な
い
と
い
う
ネ
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ガ
テ
ィ
ブ
な
条
件
が
与
え
ら
れ
る
。

例
え
ば
、
動
物
考
古
学
を
専
攻
す
る
場
合
、
考
古
学
は
自
ら
の
学
科

で
学
べ
る

の
は
当
然
だ
が
、
動
物
学
や
骨
格
標
本
分

類
学
は
そ
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
範
囲

で

は
学
べ
ず
、
別
に
ど
こ
か
理
学
系

の
場
に
訓
練
を
求
め
ざ
る
を
え
な

い
。
そ
れ
が

人
類
学
で
も
、
地
理
学
で
も
、
生
態
学

で
も
、

コ
ソ
ピ

ュ
ー
タ
ー
の
プ

ロ
グ
ラ
ミ

ソ
グ
や
、

エ
ッ
ク
ス
線
撮
影
で
も
事
情
は
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
考
古
学
プ
ロ
パ
ー

の
立
場

で
単
に
石
器
や
土
器
を
研
究
す
る
場
合
で
も
、
型
式
学
的
研
究
は
自
ら
の

環
境
で
可
能
と
し
て
も
、
石
材
や
胎
土

の
科
学
的
分
析
や
産
地
特
定
は
や
は
り
別

の
専
門
家

の
も
と
で
の
訓
練
が
必
要
と
な
る
。
遺
跡
分
布

の
空
間
分
析
的
研
究

の

場
合
は
、
地
理
学

の
中
心
地
理
論
や
立
地
分
析
等
、
更
に
文
科
系
が
苦
手
な
数
学

的
手
法
も
学
ぶ
必
要
が
あ
る
。
ま
し
て
、

人
類
や
農
耕
の
起
源
の
解
明
と
な
る
と
、

考
古
学
以
上
に
、
前
者
で
は
形
質
人
類
学
、
後
者

で
は
古
植
物
学
が
必
要
で
、
か

つ
い
ず
れ
も
文
科
系
の
環
境
で
は
学
習
不
可
能
と
い
う
深
刻
な
事
態

に
直
面
す
る
。

考
古
学
の
二
段
階

概
念

・
分
析
法
等
だ
け
を
限
定
し
て
使
用
す
る
段
階

の
考
古
学

で
あ
る
。
こ
れ
に

対
し
て
、
応
用
や
総
合
考
古
学
は
、
基
本
考
古
学
と
考
古
学
以
外

の
学
問
的

・
専

門
的
分
野
や
技
術
等
を
合
体
さ
せ
る
段
階
の
考
古
学
で
あ
る
。

基
本
考
古
学

こ
こ
で
、
考
古
学

の
基
本
と
は
何
か
と
い
う
と
問
題
が
で
て
く
る
。
考
古
学
の

観
察
対
象
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
遺
跡
や
遺
構
や
遺
物
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
発
掘

と
い
う
手
段
で
地
中
か
ら
考
古
資
料

・
情
報
と
し
て
取
り
だ
す
。
そ
の
研
究
方
法

は
、
考
古
資
料
を
観
察
し
分
類
し
、
編
年
ま
た
地
域
性
を
確
定
す
る
、

い
わ
ゆ
る

「
型
式
学
」
を
基
本
と
す
る
。
従

っ
て
考
古
学
の
基
本
と
は
、
考
古
資
料
を
観
察

対
象
と
し
、
そ
れ
ら
を
型
式
学
で
分
析
す
る
こ
と
、
と
規
定
づ
け
ら
れ
る
。

こ
れ

を
骨
子
に
、
あ
ら
ゆ
る
遺
跡
や
遺
物
個

々
、
あ
る
い
は
考
古
学

一
般

・
研
究
者

・

研
究
史
等
に
関
す
る
個
別

・
具
体
的
な
知
識
や
情
報
が
付
加
さ
れ
、
基
本
考
古
学

一
般
と
し
て
形
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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考
古
学
全
般
は
、
第

一
段
階
の
基
本
考
古
学
と
、
第

二
段
階

の
応
用
あ
る
い
は

総
合
考
古
学
に
大
区
分
さ
れ
る
。
先
ず
基
本
考
古
学
は
、
考
古
学
的
考
古
学
あ
る

い
は
考
古
学
プ

ロ
パ
ー
と
称
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
、
考
古
学
固
有
の
方
法

・
理
論

・

一
段
階

二
段
階

 園
囹
固
因
↓
[
團

園
]

基
本
考
古
学

・
型
式
学
に
つ
い
て
の
知
識

・
考
古
学
の
基
本
用
語
や
概
念
等
に
つ
い
て
の
知
識

・
遺
跡
や
遺
物

の
調
査

・
研
究
方
法
に
つ
い
て
の
知
識

・
遺
跡

・
遺
物
全
般
に
つ
い
て
の
知
識

・
研
究
者

・
研
究
史
に
つ
い
て
の
知
識



応
用

・
総
合
考
古
学

こ
の
段
階
以
降
の
考
古
学
が
応
用
あ
る

い
は
総
合
考
古
学
で
あ
り
、
も
は
や
考

古
学
単
独
だ
け
で
は
成
り
立
た
な
い
こ
と

に
特
徴
が
あ
る
。

こ
の
段
階
に
進
む
と
、

基
本
考
古
学
を
踏
ま
え
て
、
そ
の
他
の
学

問

・
専
門
分
野
の
方
法
や
理
論
や
概
念

や
分
析
法
等
を
援
用
す
る
。
簡
単

に
言
う
と
、
基
本
考
古
学
+
考
古
学
以
外
の
学

問

・
専
門
分
野
11
応
用

・
総
合
考
古
学
と
な
る
。
考
古
学
と
そ
れ
以
外
の
様
々
な

領
域
を
異
に
す
る
分
野
を
結
合
さ
せ
て
後

半
段
階
の
考
古
学
と
な
る
。

従

っ
て
当
然
、
援
用
さ
れ
る
学
問

・
専

門
分
野
に
よ
り
、
多
種
多
様

の
考
古
学

が
創
出
で
き
る
。
人
類
学
を
援
用
す
れ
ば

人
類
学
的
考
古
学
、
文
献
史
学
を
援
用

す
れ
ば
歴
史
学
的
考
古
学
と
な
る
。
そ
れ
ら
は
す
べ
て
、
応
用
段
階
に
お
け
る
特

定
の
考
古
学
で
あ
る
。
こ
の
段
階
で
は
、
研
究
者
は
、
考
古
学
以
外

の
何
か
学
問

・

専
門
分
野
や
技
術
等
を
修
得
す
る
こ
と
が
不
可
欠

で
あ
る
。

応
用
考
古
学

基
本
考
古
学
+
何
か
特
定
の
学
問

・
専
門
分
野
や
技
術

と
こ
ろ
で
、
考
古
学
プ

ロ
パ
ー
に
よ
る
応
用
考
古
学
は
可
能
な
の
か
。
そ
れ
は

不
可
能
で
あ
る
。
考
古
学
の
基
本
は
あ
く
ま
で
型
式
学
で
あ
り
、
そ
れ
以
上
の
も

の
で
は
な
い
。

別
に
、

「
総
合
考
古
学
」
と
し
て
、
後
半
段
階

に
進
む
場
合
も
あ
る
。
こ
れ
は
、

考
古
学
の
領
域
の
中
だ
け
で
は
実
現
せ
ず
、
様

々
な
学
問
的

・
専
問
的
分
野
に
支

援
さ
れ
た
特
定
考
古
学
か
ら
の
研
究
結
果
や
情
報
全
般
を
、
考
古
学
者
が
主
体
的

に
総
合

・
統
合
し
、
過
去

の
人
間
の
社
会

・
文
化
等
を
始
め
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
項

目
の
復
元
モ
デ

ル
に
組
み
立
て
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

「
あ
ら
ゆ
る
各
種
の

特
定
考
古
学
の
成
果
」
を
考
古
学
者
が
総
合

・
統
合
す
る
こ
と
に
、

こ
の
段
階

の

特
徴
が
あ
る
。
そ
う
し
た
作
業
を
実
際
的
に
可
能
と
す
る
に
は
、
担
当
す
る
研
究

者
が
考
古
学
と
そ
れ
以
外

の
様
々
な
学
問

・
専
門
分
野
に
精
通
し
て
い
る
こ
と
が

不
可
欠
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

総
合
考
古
学
11
基
礎
考
古
学
+
様
々
な
学
問

・
専
門
分
野
や
技
術

プ

ロ
グ

ラ

ム

前
半
期
の
基
礎
考
古
学
か
ら
、
後
半
期
の
応
用
考
古
学

・
総
合
考
古
学
等

へ
の

一
般
的
手
順
は
、
お
お
む
ね
次
の
よ
う
に
な
る
。

手

順

12354

考
古
学

の
専
攻
決
定

考
古
学

一
般

(基
本
考
古
学
)
の
学
習

・
訓
練

考
古
学
プ

ロ
パ
ー
で
い
く
か
、
そ
れ
以
外

の
特
定
考
古
学
を
目
指

す
か
の
選
択

各
種
考
古
学
の
中
か
ら
特
定
の
考
古
学
を
限
定

(特
定
考
古
学
)

特
定
考
古
学
を
支
援
す
る
学
問

・
専
門
分
野
を
確
認

(動
物
学
と
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か
、
歴
史
学
と
か
、
情
報
科
学
と
か
、
分
析
技
法
と
か
)

6

考
古
学
以
外
の
分
野
の
訓
練
可
能
な
専
門
家

・
研
究
室

・
学
科

・

学
部

・
大
学

・
研
究
機
関
等

の
選
定

(独
学
で
も
可
能
)

7

考
古
学
と
考
古
学
以
外
の
学
問

・
専
門
分
野
の
学
習

・
訓
練

8

基
本
考
古
学
+
特
定
考
古
学
の
結
合

(応
用
考
古
学
)

9

応
用
考
古
学
の
実
践

10

基
本
考
古
学

・
あ
ら
ゆ
る
特
定
考
古
学
の
統
合

(総
合
考
古
学
)

考
古
学
研
究
者

の
進
む
べ
き
道
は
、
基

本
的
に
は
A

・
B
コ
ー
ス
の
二
つ
あ
る
。

一
つ
は
、
基
本
考
古
学
を
踏
ま
え
て

「
特
定

の
諸
学
問

・
専
門
分
野
」
等
を
学

ぶ

「
A

コ
ー

ス
」
、

「幅
広
い
学
問

・
専
門
分
野
」
等
を
学
ぶ

「
B

コ
ー

ス
」

の

道
で
あ
る
。

前
者
は
、
基
本
考
古
学
と
何
か
特
定
の
学
問
的

・
専
門
的
分
野
等
を
結
合
さ
せ
、

「
～
学
的
考
古
学
」
と
し
て
特
定
の
応
用
考
古
学
を
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
道

は
更
に
複
雑
に
枝
別
れ
し
て
お
り
、
選
択

す
べ
き
学
問
領
域
は
大
き
く
は
次
の
4

方
向
あ
る
。

匝 弼 考古学以外の学
問 ・専門分野や

技術の習得

総合考古学1幅 広い学問 ・専

門分野や技術の

習得
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第

1
は
歴
史
学
的
方
向
、
第
2
は
自
然
科
学
的

・
理
学
的
方
向
、
第

3
は
社
会

学
的
方
向
、
そ
し
て
第
4
は
技
術

・
技
能
的
方
向

で
あ
る
。

両

コ
ー
ス
の
選
択
は
、
先
に
あ
げ
た
手
順
2
、
す
な
わ
ち
基
本
考
古
学
の
学
習

・

訓
練
が
進
展
し
た
時
点

で
さ
れ
る
の
が

一
般
的
で
あ
る
。



様

々
な
考
古
学

考
古
学
と
は

こ
こ
で
、
ど
の
よ
う
な
特
定

の
考
古
学
が
実
際

に
あ
る
の
か
を
知
る
た
め
、
身

近
な
文
献

の
中
か
ら
様
々
な
名
称
の
考
古
学
を
み

つ
け
、
順
不
同
で
列
挙
す
る
。

も
ち
ろ
ん
こ
れ
以
外

に
も
様

々
な
考
古
学
が
あ
る
。

先
史
考
古
学

・
工
業
考
古
学

・
歴
史
学
的
考
古
学

・
聖
書
考
古
学

・
環
境
考

古
学

・
古
典
考
古
学

・
実
験
考
古
学

・
宗
教
考
古
学

・
空
間
考
古
学

・
民
族

考
古
学

(
エ
ス
ノ

ア
ー
ケ
オ
ロ
ジ
ー
)

・
数
理
考
古
学

・
分
析
考
古
学

・

コ
ソ
ピ

ュ
ー
タ
ー
考
古
学

・
野
外
考

古
学

・
水
中
考
古
学

・
行
動
考
古
学

・

動
物
考
古
学

・
地
理
学
的
考
古
学

・
植
物
考
古
学

・
セ
ト
ル
メ
ソ
ト

ア
ー

ケ
オ

ロ
ジ
ー

・
構
造
考
古
学

・
人
類
学
的
考
古
学

・
現
在
物
質
文
化
研
究

・

社
会
学
的
考
古
学

・
天
文
考
古
学

・
想
念
の
考
古
学

・
人

口
学
的
考
古
学

・

科
学
的
考
古
学

・
ニ
ュ
ー

ア
ー
ケ
オ

ロ
ジ
ー

・
サ
ル
ベ
ー
ジ
考
古
学

・
伝

統
的
な
考
古
学

・
銅
鐸
の
考
古
学

・
集
落
考
古
学

・
考
古
学
的
考
古
学

・
貝

輪
の
考
古
学

・
墳
墓
の
考
古
学

・
マ
ル
キ
ス
ト
考
古
学

・
人
間
主
義
的
考
古

学

・
批
判
考
古
学

・
象
徴
考
古
学

・
等
々
。
ま
だ
ま
だ
あ
る
。

今

一
度
、
考
古
学

に
つ
い
て
整
理
し
て
お
こ
う
。

考
古
学

一
般
は
、
過
去
の
人
間
の
行
動
痕
跡
で
あ
る
遺
跡

・
遺
構

・
遺
物
、
お

よ
び
そ
れ
ら
が
存
在

・
分
布
す
る
空
間
を
観
察
対
象
と
し
、
過
去
に
お
け
る
人
間

の
文
化

・
社
会

・
経
済

・
政
治

・
思
想

・
生
業

・
生
活

・
宗
教

・
心
理

・
事
件

・

行
動

・
人
間
関
係

・
対
自
然
関
係
等
、
様

々
な
事
象
を
個
々
に
復
元
し
、
更
に
そ

れ
ら
を
空
間
的

・
時
間
的
に
整
理

・
配
列
、
モ
デ

ル
化
し
て
、
い
わ
ゆ
る
人
間
の

「
歴
史

一
般
」
を
理
解
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
加
え
て
、
様

々
な
考
古
学
的

現
象
に
つ
い
て
の
空
間
的
な
変
異

(個
性
)
や
時
間
的
変
化
の
個
別

・
一
般
的
要

因
を
、
合
理
的
に
説
明
す
る
こ
と
も
不
可
欠
と
す
る
先
進
的
な
意
見
も
あ
る
。

と
に
か
く
も
考
古
学
と
は
、
遺
跡
の
発
掘
に
よ
り
得
ら
れ
る
考
古
資
料
や
考
古

学
的
状
況
に

つ
い
て
の
情
報
を
デ
ー
タ
と
す
る
こ
と
が
、
先
ず
基
本
と
な
る
。
考

古
学

一
般
は
、
こ
れ
を
共
通
基
盤
と
し
な
が
ら
、
実
際

に
は
観
察
対
象

の
種
類
や

観
察
方
法
、
あ
る
い
は
復
元
方
法
等
に
多
様
性
が
あ
り
、
結
果
と
し
て
多
様
な
考

古
学
が
う
み
だ
さ
れ
る
。

基
本
考
古
学
で
あ
る
考
古
学
的
考
古
学

(考
古
学
プ

ロ
パ
ー
)
の
立
場
を
解
説

し
て
お
く
。
考
古
学
的
プ

ロ
パ
ー
は
、
各
種
の
遺
跡

・
遺
構

・
遺
物

・
空
間

(考

古
資
料
)
を
観
察
の
対
象
と
し
、
そ
こ
か
ら
導
か
れ
た
素
材
情
報

(デ
ー
タ
)
を
、

考
古
学
的
11
型
式
学
的
に
組
み
立
て
、

モ
デ
ル
構
成
し
て
過
去
を
理
解
す
る
方
法
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を
と
る
。
こ
の
と
き
対
象

に
な
る
考
古
資
料
は
、
特
に
そ
の
種
類
が
限
定
さ
れ
る

こ
と
は
な
い
。
む
し
ろ
、
あ
ら
ゆ
る
考
古
資
料
が
対
象
と
な
る
。
し
か
し
厳
密
に

は
、
遺
跡

・
遺
構

・
遺
物

・
空
間
と
い
う
基
本
的
な
考
古
資
料
の
う
ち
、
あ
る
種

の
遺
物
ー
自
然
遺
物

に
対
し
て
は
情
報
収
集
能
力
の
点

で
重
大
な
弱
点
を
持

っ
て

い
る
。

考
古
学
の
基
本
的
方
法
は
、
い
わ
ゆ
る

「型
式
学
」
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、

あ
ら
ゆ
る
考
古
資
料
を
肉
眼
で
観
察
し
、
分
類
し
、
時
間
的

・
空
間
的
関
係
と
し

て
体
系
づ
け
る
と

い
う
方
法

で
あ
る
。
層

位
学
と
型
式
学
を
組
み
合
わ
せ
て
更
に

バ
ー
ジ
ョ
ソ
ア
ッ
プ
し
た
、

「
セ
リ
エ
ー

シ
ョ
ソ
」
と
い
う
高
度
な
型
式
学
も

こ

れ
に
加
わ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
考
古
学
的
プ

ロ
パ
ー
は
、
自
然
遺
物
を
除
く
各
種

の
考
古
資
料
を
観
察

の
対
象
と
し
、
そ
れ
ら
か
ら
様

々
な
素
材
情
報
を
入
手
し
、

考
古
学
的
手
法
で
あ
る
型
式
学

に
よ
り
モ
デ
ル
化
を
す
る
方
法
を
と
る
。

考
古
学

の
3
カ
テ
ゴ
リ
ー

様

々
な
考
古
学
や
多
様
な
考
古
学
の
名
称
が
う
み
だ
さ
れ
る
の
は
、
次

の
3
要

因

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
観
察
対
象
や
入
手
す
る
情
報

(
デ
ー
タ
)
の
種
類
に
よ
る

要
因
1
、
お
よ
び
研
究
を
支
援
す
る
学
問
分
野
や
専
門
分
野
に
よ
る
要
因
H
、
そ

し
て
利
用
さ
れ
る
手
段

(分
析
方
法

・
技
術

・
設
備

・
機
器
等
)
に
よ
る
要
因
m

で
あ
る
。

こ
れ
ら
い
か
ん
で
、
上
に
掲
げ
た
様

々
な
考
古
学

の
個
性

や
名
称
が
決

定
さ
れ
る
。

様

々
な
考
古
学
は
、
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
主
に
観
察
対
象
に
規
定
さ
れ
る
も

の
、
主

に
支
援
学
問
に
規
定
さ
れ
る
も

の
、
そ
し
て
実
施
手
段
に
規
定
さ
れ
る
も

の
、
の
3
者
に
大
別
で
き
る
。
そ
れ
ぞ
れ

「
1
群
」

・

「
H
群
」

・

「
m
群
」
に

区
別
し
て
お
こ
う
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
ら
3
要
因
は
相
互
に
関
係
し
不
可
分
で
あ

っ

て
、
区
分
す
る
こ
と
に
重
大
な
意
味
は
な

い
。
し
か
し
、
様

々
な
考
古
学

の
主
要

因
を
把
握
し
、
そ
の
特
性
を
理
解
す
る
こ
と
は
、
そ
の
考
古
学
を
合
理
的
に
実
施

す
る
目
や
す
と
な
る
。
な
お
、
ど
の
種
類
の
考
古
学
を
指
向
す
る
か
、
す
な
わ
ち

研
究
戦
略

の
決
定
は
、
当
然
な
が
ら
研
究
者
個

々
が
選
択
す
る
。

m[
國
囲

⊥圓
甲

11

支 考
援 古
学 → 学

←

問 者

考
古
学
の

種
類

↓ v↓ ↓

1
群

H
群

↓
m
群

先
に
紹
介
し
た
考
古
学
プ

ロ
パ
ー

(考
古
学
的
考
古
学
)
は
、
自
然
遺
物
だ
け

は
対
応
が
弱
い
と
い
う
条
件
が
あ
る
も
の
の
、
特
に
限
定
す
る
こ
と
な
く
、
可
能

な
限
り

「あ
ら
ゆ
る
考
古
資
料
」
を
観
察
の
対
象
に
す
る
。
そ
し
て
、

「型
式
学
」

を
主
と
す
る

「考
古
学
」
を
支
援
学
問
と
し
て
利
用
し
、
観
察
手
段
は
研
究
者

の

「
肉
眼
」

に
よ
る
。
そ
う
し
た
意
味
で
は
、
考
古
学
的
考
古
学
は
、
型
式
学
ー
考

古
学
を
支
援
学
問
と
す
る
H
群
と
理
解
す
る
の
が
合
理
的

で
あ
ろ
う
。
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観
察
対
象
が
限
定
さ
れ
た
考
古
学

様
々
な
考
古
学

の
中
に
は
、
冠
名
称
が
、
明
確

に
観
察
対
象
を
限
定

・
明
示
す

る
も
の
が
あ
る
。
例
え
ば

「
動
物
考
古
学
」
は
、
出
土
す
る
動
物
遺
体
を
観
察
対

象
と
す
る
こ
と
で
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。

こ
れ
が
1
群
の
考
古
学
で
あ
る
。
同
様

に

「
先
史
考
古
学
」
は
、
そ
の
地
域
で
文
字
記
録
が
出
現
す
る
以
前
、
す
な
わ
ち
先

史
時
代
の
遺
跡
を
研
究
対
象
と
す
る
考
古
学

で
あ
る
。
ま
た

「
水
中
考
古
学
」
は
、

水
中
の
遺
跡

・
遺
物
を
調
査
し
研
究
す
る

こ
と
を
特
色
と
す
る
。

エ
ス
ノ
ア
ー
ケ

オ

ロ
ジ
ー

(民
族
考
古
学
)
は
、
地
球
上

で
生
活
し
て
い
る
人
達

の
生
活
ぶ
り
と
、

そ
れ
に
直
接
か
か
わ
る
住
居
や
道
具
類
や
食
料
等
、
様

々
な
物
質
文
化
と
の
関
係

を
、
考
古
学
者
自
身
が
観
察
を
す
る
。

更
に
対
象
物
を
限
定
す
る
考
古
学
も
あ
る
。
例
え
ば
、
銅
鐸
を
研
究
対
象
と
す

る

「銅
鐸
の
考
古
学
」
、
縄
文
土
器
を
対
象
と
す
る

「
縄
文
土
器

の
考
古
学
」
、

貝
輪
を
研
究
す
る

「
貝
輪

の
考
古
学
」
等

々
、
多
種
多
様

に
設
定

で
き
る
。
産
業

考
古
学

・
集
落
考
古
学

・
墳
墓
の
考
古
学

・
空
間
考
古
学

・
現
代
物
質
文
化
研
究

等
は

い
ず
れ
も

こ
の
類
の
考
古
学
で
あ
る
。

第
1
群
考
古
学
は
、
冠
名
称
に
よ
り
観
察
対
象
が
限
定
さ
れ
る
が
、
そ
れ
を
い

か
に
研
究
す
る
か
と
い
う
研
究
方
法

(支
援
学
問
や
施
手
段
)
は
限
定
さ
れ
な
い

の
が
通
例
で
あ
る
。
縄
文
土
器
の
考
古
学

で
も
、
縄
文
土
器
の
形
状
を
型
式
学
的

に
研
究
し
よ
う
と
、
そ
の
胎
土
を
分
析
機
器
を
使
い
科
学
的
に
研
究
し
よ
う
と
、

ど
ち
ら
も

「
縄
文
土
器

の
考
古
学
」
に
は
ち
が
い
は
な
い
。

「
水
中
考
古
学
」
で

あ

っ
て
も
、
水
中
か
ら
引
き
上
げ
た
遺
物
を
型
式
学
的
に
研
究
し
よ
う
が
、
科
学

的

に
分
析
し
よ
う
が
基
本
的
に
は
自
由

で
あ
る
。
動
物
考
古
学
で
も
、
出
土
す
る

動
物
資
料

の
分
類
に
主
眼
を
置
く
こ
と
も
可
能
だ
し
、
骨

に
残
る
人
為
的
な
キ
ズ

を
観
察
し
そ
の
解
体
技
術
の
復
元
を
試
み
た
り
、
高
度
な
機
器
を
用
い
て
骨
を
科

学
的
に
分
析
し
そ
の
栄
養
状
態
を
追
及
す
る
こ
と
も
可
能

で
あ
る
。

観
察
対
象
の
限
定

↓

研
究
方
法
の
選
定

↓

研
究
手
段
の
限
定

様
々
な
研
究
方
法
が
あ
る
こ
と
を
、

「
銅
鐸
の
考
古
学
」
を
例
に
解
説
す
る
。

銅
鐸
の
形
状
を
肉
眼
で
観
察
し
、
分
類
し
、
編
年
し
、
地
域
性
を
特
定
す
る
と
い

う

一
連
の
研
究
は
、
佐
原
真
が
代
表
的

に
し
て
き
た
。

こ
れ
は
銅
鐸

の

「
考
古
学

的
」
研
究

で
あ
り
、
考
古
学

の
基
本
方
法
で
あ
る

「型
式
学
」
を
主
な
手
段
と
す

る
。
銅
鐸

の
原
料

に
含
ま
れ
る
鉛
同
位
体
比
に
よ
る
原
料
産
出
地
の
特
定
と
い
う

馬
淵
久
夫
の
研
究
は
、

「
日
本
電
子
社
製
』
≦
ω
O
O
閑
し口
固
体
用
表
面
電
離
型
質
分

析
計
」
と
い
う
高
度
な
分
析
機
器
を
用
い
た
、
銅
鐸

の

「
科
学
的

・
分
析
的
」
研

究
で
あ
る
。
ま
た
、
北
ベ
ト
ナ
ム
の
訪
問
し
銅
鼓

の
使
用
種
族
等
の
観
察
か
ら
、

わ
が
国
の
銅
鐸
の
機
能
や
使
用
方
等
を
類
推
す
る
松
本
清
張
や
大
林
太
良
等
の
作

業
は

「
民
族
学
的
」
研
究

で
あ
り
、
銅
鐸
の
重
さ
と
高
さ
の
関
係
を
統
計
処
理
し

た
内
田
俊
秀
の
作
業
は
、
銅
鐸
の

「
計
量
学
的

・
統
計
的
」
研
究
で
あ
る
。

こ
の

他
に
も
様
々
な
研
究
方
法
が
あ
る
。
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観
察
対
象
が
限
定
さ
れ
る
と
、
次
に
必
要
な
の
は
、
研
究
方
法
11
支
援
学
問
の

限
定

で
あ
る
。

つ
い
て
は
、
観
察
対
象
の
も

つ
特
性
と
自
ら
の
資
質
を
考
え
て
の

選
択
が
可
能

で
あ
る
。
そ
し
て
、
支
援
学

問
が
決
定
す
る
と
、
研
究
手
段
は
お
の

ず
か
ら
限
定
さ
れ
て
く
る
。
な
ぜ
な
ら
、
各
学
問

・
専
門
分
野

で
は
研
究
手
段
が

既
に
確
定
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
土
器
研
究
を
例
に
と
る
と
、
考
古
学
を
支
援

学
問
に
選
定
す
る
と
型
式
学
的
分
析
が
、
ま
た
理
学
的
考
古
学
で
は
直
ち
に
し
か

る
べ
く
科
学
的
機
器
を
用

い
て
胎
土
分
析
が
、
人
類
学
的
考
古
学

で
は
土
器
を
使

用
し

て
い
る
人
間
集
団
の
人
類
学
的
調
査
が
実
施
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

支
援
学
問
が
限
定
さ
れ
た
考
古
学

こ
れ
に
対
し
、
冠
名
称
が
支
援
学
問
を

明
示
す
る
考
古
学
も
多

い
。
例
え
ば

「
歴
史
学
的
考
古
学
」

や

「生
態
学
的
考

古
学
」
や

「
地
理
学
的
考
古
学
」
等

で

あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
歴
史
学
的

方
法
、
生
態
学
的
方
法
、
あ
る
い
は
地

理
学
的
方
法
を
用
い
た
考
古
学
と
理
解
で
き
る
。
2
群
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
考
古
学
は
、

考
古
学
を
ど
ん
な
立
場

で
実
施
す
る
か
の
方
法
11
支
援
学
問
が
明
示
さ
れ
る
特
徴

が
あ
る
。

各
学
問
分
野
で
は
、
研
究
の
方
法
や
手

段
や
観
察
視
点
や
理
論
や
概
念
等
が
確

と
し
て
存
在
す
る
。
例
え
ば
、
歴
史
学

(
文
献
史
学
)
は
文
献
資
料
の
解
読
を
基

本
的
な
手
続
き
と
す
る
。
よ

っ
て
、
歴
史
学
的
考
古
学
は
、
文
献
資
料
か
ら
の
情

報
を
考
古
資
料

の
調
査

・
研
究
に
積
極
的

に
援
用
す
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
。
生

態
学
的
考
古
学
は
、
人
間
集
団
と
自
然
環
境
と
の
相
互
関
係
を
研
究
視
点
と
し
て
、

ま
た
地
理
学
的
考
古
学
は
、
中
心
地
論
や
立
地
分
析
を
始
め
と
す
る
重
要
な
理
論

や
分
析
方
法
を
、
そ
れ
ぞ
れ
考
古
学

へ
援
用
す
る
こ
と
が
共
通
認
識
と
な
る
。
同

様
に
、
先
の
考
古
学
的
考
古
学

・
人
類
学
的
考
古
学

・
社
会
学
的
考
古
学

・
人

口

学
的
考
古
学

・
マ
ル
キ
ス
ト
考
古
学
等
々
は
、
い
ず
れ
も
研
究
方
法
が
明
示
さ
れ

た
H
群
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
考
古
学

で
あ
る
。

よ
り
高
度

に
な
る
と
、
複
数

の
支
援
学
問

に
よ
り
規
定
さ
れ
て
い
る
考
古
学
も

あ
る
。
例
え
ば
、

「
ニ
ュ
ー

ア
ー
ケ
オ
ロ
ジ
ー
」
は
、
進
化
論
的
観
点

・
一
般

シ
ス
テ
ム
理
論

・
論
理
学

(演
繹
論
的
推
論
)
の
3
分
野
を
支
援
学
問
と
す
る
考

古
学
で
あ
り
、

「
セ
ト
ル
メ
ソ
ト

ア
ー
ケ
オ
ロ
ジ
ー
」
は
、
人
類
学

・
生
態
学

・

空
間
分
析

・
地
理
学
を
主
た
る
支
援
学
問
と
す
る
考
古
学
で
あ
る
。

当
初

に
支
援
学
問
が
確
定
す
る
と
、
必
然
的
に
使
用
す
べ
き
手
段
が
限
定
さ
れ

る
。
歴
史
考
古
学
だ
と
文
献
の
解
読
能
力
で
あ
り
、
解
読
能
力
の
な
き
も
の
は
こ

の
立
場
の
考
古
学
を
断
念
す
る
か
、
反
対
に
能
力
を
修
得
す
る
か
の
二
者
択

一
を

迫
ら
れ
る
。
生
態
学
的
考
古
学
で
あ
れ
ば
、
各
種

の
自
然
遺
物
類

(
エ
コ
フ
ァ
ク

ト
)
に
対
す
る
鑑
別

・
同
定
能
力
が
重
要
に
な
る
。

こ
こ
で
も
、
そ
の
能
力
な
き

者
は
こ
の
立
場
を
あ
き
ら
め
る
か
、
鑑
別
方
法
を
修
得
す
る
か
の
ど
ち
ら
か
と
な

る
。
地
理
学
的
考
古
学
で
は
、
重
力

モ
デ
ル
や
テ
ィ
セ
ソ
ポ
リ
ゴ
ン
法
等
に
代
表

さ
れ
る
各
種
の
空
間
分
析
や
立
地
分
析
、
あ
る
い
は
数
学
的
な
計
算
手
段
を
学
ぶ

必
要
が

で
て
く
る
。
同
様
に
、
考
古
学
的
考
古
学
で
は
型
式
学
が
、

マ
ル
キ
ス
ト

考
古
学

で
は
史
的
唯
物
論
の
基
本
概
念
を
、
人
口
的
考
古
学
で
は
社
会
や
自
然
環
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境

の
人

口
包
容
力

の
算
出
能
力
を

マ
ス
タ
ー
し
、

こ
れ
ら
を
手
段
と
し
て
分
析
を

進

め
て
い
く
。
い
ず
れ
も
そ
の
手
段
は
支
援
学
問
毎
に
既
存
し
て
お
り
、
考
古
学

研
究
者
自
身
は
そ
れ
ら
を
創
出
し
な
く
と
も
、
支
援
学
問
か
ら
学
び
と
れ
る
。

こ
う
し
た
経
過
を
踏
ま
え
て
、
最
後

に
観
察
対
象
が
選
定
さ
れ
る
。
既
に
明
ら

か
な
よ
う
に
、
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
考
古
学
は
、
研
究
方
法
等
は
明
示
さ
れ
る
も

の
の
、
観
察
対
象
は
逆
に
明
示
さ
れ
て
は

い
な
い
。
歴
史
学
的
考
古
学
を
す
る
に

は
、
何
を
観
察
対
象

に
選
択
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
、
人
類
学
的
考
古
学
で
は
何

を
観
察
対
象
に
す
る
の
が
合
理
的
な
の
か
、
地
理
学
的
考
古
学
は
何
を
観
察
対
象

に
す
べ
き
な
の
か
等

の
論
議
と
実
際
の
限
定

が
不
可
欠
と
な

っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

研
究
方
法
の
限
定

↓

研
究
手
段
の
限
定

↓

研
究
対
象
の
選
定

こ
れ
ら
は
す

べ
て
実
施
手
段
等
は
限
定
さ
れ
て
い
る
が
、
観
察
対
象
や
支
援
学

問
等
は
限
定
さ
れ
て
は
い
な
い
。
む
し
ろ
、

コ
ソ
ピ

ュ
ー
タ
ー
を
使
う
こ
と
、
数

学
的

・
統
計
的
処
理
を
す
る
こ
と
、
高
度
な
分
析
機
器
を
使
う
こ
と
、
あ
る
い
は

フ
ィ
ー
ル
ド
で
考
古
学
を
す
る
こ
と
等
々
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
手
段
だ
げ
は
明
ら
か

で
あ
る
。

こ
う
し
た
考
古
学
を
指
向
す
る
立
場

で
は
、
当
然
な
が
ら
、
そ
う
し
た

技
術
的
手
段
を
修
得
す
る
こ
と
が
不
可
欠
と
な
る
。
た
だ
し
、

コ
ソ
ピ

ュ
ー
タ
ー

が
好
き
な
人
も
、
数
学
が
好
き
な
人
も
、
機
器

の
使
用
に
熟
練
し
て
い
る
人
も
、

フ
ィ
ー
ル
ド
が
好
き
な
人
も
、
そ
の
手
段
を
使

い
ど
ん
な
支
援
学
問
を
利
用
し
、

何
を
観
察
対
象
に
す
る
か
は
選
択
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
は
、
そ
の
手

段
や
方
法
や
機
器
等
の
持

っ
特
性
を
把
握
す

べ
き
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

↓

支
援
学
問
の
限
定

↓

観
察
対
象
の
選
定
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研
究
手
段
が
限
定
さ
れ
た
考
古
学

こ
れ
ら
の
他
に
、
m
群
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
、

「
コ
ソ
ピ

ュ
ー
タ
ー
考
古
学
」

や

「
計
量
考
古
学
」

や

「分
析
考
古
学
」

、
あ
る
い
は

「
野
外
考
古
学
」
等

の
よ

う
に
、
冠
名
称
が
、
使
用
す
べ
き
手
段
や
方
法
や
機
器
等
を
明
示
す
る
考
古
学
が

あ
る
。

「
顕
微
鏡
考
古
学
」

や

「
ボ
ー
リ

ソ
グ
考
古
学
」
、
あ
る
い
は

「花
粉
分

析
の
考
古
学
」
や

「脂
肪
酸
分
析
の
考
古
学
」
等

は
、
い
ず
れ
も
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

の
考
古
学

で
あ
る
。

「
赤
外
線

カ
メ
ラ
の
考
古
学
」
や

「
エ
ッ
ク
ス
線
カ
メ
ラ
の

考
古
学
」
も
あ
る
。

お
わ
り

に

以
上
、
様

々
な
考
古
学
を
進
め
る
う
え
で
必
要
な
若
干
の
認
識
と
目
安
を
提
示

し
た
。
最
初
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
考
古
学
を
す
る
に
は
、
考
古
学
お
よ
び
そ
れ

以
外

の
学
問

・
専
門
分
野
あ
る
い
は
技
術
的
手
段
等
を
修
得
す
る
こ
と
が
不
可
欠

で
あ
る
。


